
 

 

 

 

 

 

 

 

  ＭａｔｅｒｉａｌＤａｔａソフトウエア用データ作成 

  ＭａｋｅＭｙＩＣＤＤソフトウエア 
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*Version1.101 2010/09/15 結晶系によっては正しく変換出来なかった修正 

* Version 1.104  2011/06/08  trigonal で gamma=120 はHexagonal登録 

*version 1.21X  2012/06/11 新しい管理に移行 

*version 1.22X  2013/03/07 波長を wavelength=から取得 

*Version 1.23X  2013/10/02  日本結晶学会データに対応（結晶系が明記されていない） 

* Version 1.24X  2013/10/29  変換データＤｉｓｐが機能していない修正 

* Version 1.25X  2013/11/02 物質名にカンマが入っている場合、アンダーバーに変換 

*Version 1.26    2017/02/12 d-value を追加 

*Version 1.27    2021/01/09 空間群に対応 

*Version 1.29   2024/12/17 COD対応,SpaceGの見直し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



概要 

  ＭａｔｅｒｉａｌＤａｔａソフトウエア用データをＩＣＤＤテキストデータから変換するソフトウエア 

   

入力データ 

 ＩＣＤＤが表示されている画面でＣｏｐｙとして editorに貼り付ける。 

 

変換出来なかった場合、入力データを点検して下さい。 

区切り文字がおかしくありませんか 

例えば、 

  

 

 

 

 

 

 

 



或いは、最終行に空白がありませんか？ 

 137.39   0.960     1.0  (2,0,3)¥par 

 180.00   0.872     1.0  (1,0,7)¥par 

  180.00   0.837     1.0  (0,0,8)¥par 

 180.00   0.833     1.0  (2,0,5)¥par 

  180.00   0.826     4.0  (1,1,6)¥par 

  180.00   0.798     2.0  (2,1,1)¥par 

} 

もしこれらの事があるならエディッタで編集して下さい。 

  

が正常な入力データです。 

このように編集すれば変換が可能になります。 

  



出力データ 

 

使い方 

 起動 c:¥CTR¥bin¥MakeMyICDD.jar 

 

  

 

  ＩＣＤＤの出力ファイルを指定する 

  

 Ｄｉｓｐでファイルを表示 



  

  

 ファイル指定で、自動的にファイル名が作成される。 

 で作成予定のファイルが出力される。 

 

 

 

 

 

 

 



 

で所定の場所にファイルが作成される。 

 

 

 



ＣＯＤデータに対応 

  ＣＯＤでは、ｃｉｆとｄｉｆｆｅｒａｃｔｉｏｎデータがｄｏｗｎｌｏａｄ出来る。 

  リガクｉｃｄｄデータと異なり、ｄｉｆｆｅｒａｃｔｉｏｎデータでは情報が少なく、 

  ｃｉｆデータと共に読み込まないとＭＹＩＣＤＤデータは完結しない。 

  ＭａｋｅＭｙＩＣＤＤソフトウエアにＣＯＤデータ読み込みを追加した。 

  ＣＯＤデータのｃｉｆとｄｉｆｆｅｒａｔｉｏｎデータ（ｔｘｔ）をｄｏｗｎｌｏａｄし 

  ＣＴＲ￥ＣＯＤホルダにｃｏｐｙを行い読み込む 

  

 

 



ＣＯＤでの処理 

 

 

 

 

 

 



Ｓｅａｒｃｈを行い  

 

 ＣＩＦデータとｄｉｆｆｒａｃｔｉｏｎデータを 

 Ｃ：￥ＣＴＲ￥ＣＯＤにコピーを行う。 


